
会議概要 

 

 

件 名 令和６年度第１回第三次鹿児島市交通バリアフリー基本構想推進協議会 

日  時 令和６年９月２７日（木） １４時２０分～１５時１５分 

場  所 本館２階講堂 

出 席 者 第三次鹿児島市交通バリアフリー基本構想推進協議会 委員２０名（欠席２名） 

市出席者 
委 員 ： 
 
事務局 ： 

企画部長、福祉支援部長（代理）、母子保健課長、都市計画部長、道路部長、 
教委図書館副館長、交通局次長、船舶局次長 
交通政策課長ほか 

会 次 第 

１ 開会 

２ 会長及び副会長の選出 

３ 議事 

 (1) 重点整備地区ごとの取組みについて 

 (2) 事業ごとの取組みについて 

４ その他 

５ 閉会 

主な内容 

【会長及び副会長選出】 

  会 長：鹿児島女子短期大学名誉教授 古川 惠子 委員 

  副会長：鹿児島市企画部長 福田 大作 委員 

【議事】 

①重点整備地区ごとの取組みについて 

    →第三次基本構想に定める特定事業等の取組みについて重点整備地区ごとに説明 

  ②事業ごとの取組みについて    

    →第三次基本構想に定める特定事業等の取組みについて事業ごとに説明 

【主な意見】 

 ○子どもを抱き、ベビーカーを押しながらバスに乗車した際、運転者からベビーカーを

たたむよう強く言われた。子どもも寝ておりたたむのが難しく、周りの方の助けを借

りてその場は収まったところであるが、運転者の対応もいかがかと思う。 

  →運転者の対応など、お気づきの点があれば、市交通政策課にご連絡いただければ、 

問題点等を事業者にお伝えしてまいりたい。（交政） 

 ○ユニバーサルタクシーが増えたことにより、乗り降りがしやすくなっているが、人に

よっては乗り降りしづらいという声もある。評判はどうか。 

  →乗務員側の受け入れの問題も多少あると感じており、ユニバーサルタクシーの利用

を希望する人は高齢者等支援が必要な人が多い。講習会等を定期的に行っているた

め、より気持ちよく乗車していただけるように努めてまいりたい。（市タクシー協会） 

 

 


